
新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

美
の
小
箱

重
松
あ
ゆ
み

文
・
赤
根
和
生
〈
美
術
評
論
象
〉

陶
芸
と
い
え
ば
、
工
芸
の
分
野
に
入
れ
ら
れ
る
の
が
常
だ
が
、
陶
彫
な
る
領
域
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
重
松
の

よ
う
に
、
お
さ
ま
り
か
え
っ
た
旧
来
の
個
体
に
抗
し
、
立
体
的
に
な
る
こ
と
さ
え
、
極
力
排
し
て
、
平
面
に
撤

す
る
作
品
は
、
さ
し
ず
め
、
陶
画
と
で
も
い
う
べ
き
か
。
そ
れ
ほ
ど
絵
画
性
を
う
た
い
あ
げ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
も
、
画
（
？
）
面
は
奔
放
な
抽
象
で
、
緊
密
に
結
び
つ
い
た
、
と
い
う
よ
り
は
、
色
彩
が
同
時
に
フ
オ

ル
ム
で
も
あ
る
明
解
な
文
節
に
区
切
ら
れ
た
個
々
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
、
相
乗
的
に
全
体
へ
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

高
ま
る
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
ご
と
く
、
謎
め
い
た
絡
み
を
み
せ
な
が
ら
有
機
的
な
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
が
、
何
よ
り
も
そ
の
色
調
の
み
ご
と
さ
ノ
．
深
く
沈
ん
だ
温
か
さ
は
、
き
ら
び
や
か
、

あ
る
い
は
冷
や
や
か
な
硬
質
の
光
沢
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
粕
薬
は
つ
か
わ
ず
、
素

焼
。
陶
片
に
色
化
粧
（
泥
水
に
顔
料
を
と
か
し
た
も
の
）
を
施
し
、
緑
は
ク
ロ
ム
を
混
ぜ
、
黒
は
本
格
的
な
黒

陶
を
。
と
い
う
念
の
入
り
よ
う
…
そ
れ
を
低
温
で
焼
き
あ
げ
た
、
い
わ
ば
軟
陶
を
丹
念
に
磨
く
と
い
う
技
法
に

よ
る
し
っ
と
り
と
し
た
効
果
な
の
で
あ
る
。

絵
画
性
も
含
め
て
芸
術
で
あ
る
以
上
、
空
間
表
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
〈
空
間
か
ら
環
境
へ
〉
の
造

形
芸
術
の
趨
勢
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
〈
環
境
意
識
〉
は
今
日
の
常
識
で
さ
え
あ
る
。
ま
た
鑑
賞
が
〈
参
加
〉

の
語
に
お
き
替
え
ら
れ
て
か
ら
久
し
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
時
代
も
ま
た
そ
う
し
た
現
実
の
な
か
か
ら

生
起
し
た
。
環
境
性
は
か
つ
て
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
に
対
立
す
る
概
念
で
、
彫
刻
が
、
記
念
碑
性
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
の
台
座
を
下
り
た
時
点
で
環
境
そ
の
も
の
と
な
っ
た
よ
う
に
、
絵
画
に
付
き
も
の
の
額
縁
を
追
放

し
た
時
点
で
環
境
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
技
術
的
に
は
完
壁
な
の
だ
か
ら
、
対
面
性
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
参
加

者
を
包
み
込
ん
で
充
足
さ
せ
る
展
示
に
よ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
実
が
果
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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8 9 -ＯＲＷ－１５
素材彩色黒陶

重松あゆみ

1958年
1982年

1983年

1984年

1986年
1987年
1988年
1989年

大阪府豊中市生まれ
個展( ギャラリーマロニエ・京都）
京展･ 市長賞
京都市立芸術大学大学院陶磁器専攻修了
京都クラフト展･ 奨励賞
個展( ギャラリー白･ 大阪）
朝日現代クラフト展･ 優秀賞
個展( ギャラリー玄海･ 東京）
個展( ギャラリー紅. 京都）
大阪現代アートフェア' ８８
個展( シティギャラリー･ 神戸）
国際陶磁器フェステバル' 8 9 美潟･ 審査員特別賞
個展( 三越本店･ 東京）

一一室＝
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ｆｍ－

恥
邑
雪
与
ル
で
、

１

Ｌ

寺

二野一一

望

灰

一

団』 B|属
１

；

美感遊創の祭典／ＰＬＡＹＢＡＣＫ
１

周
戸至画

●●

拝

昨
年
Ⅲ
月
、
華
や
か
に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た

Ｗ
Ｆ
Ｆ
明
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
注

目
を
集
め
た
「
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
日
比

野
克
彦
卯
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
発
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
た
シ
ョ
ー
と
な

り
、
新
し
い
方
向
性
を
見
い
だ
す
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
と
し
て
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

iＩ

●●●●

｢ , 足
Ｌ

星

〕
鍵
＃
宝

診

Ｉ
同
．

芦

竿

暴域竜
☆

〆戸一雲、
〆 曝

蝿
幹
●
。

二
Ｆ
Ｆ
唾
‐
‐
’
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一
刃
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Ａ
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面
筈

|＆ 勝

陣 ｜ 塵へ

’

■

Ⅷ Ⅲ Ⅷ 帆 卸 、 卿
&軸
、’

戸
〆

■
唾
P
－
－
，

、
宇
向

鰯雲
鶴

巳

一 『

ｊ
Ｆ

■

一 ・ 』 ず 》 等 域
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透
り
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
カ
ラ
‐
も

甘
い
パ
ス
テ
ル
と
は
一
味
違
う
、
粉
っ
ぽ
い
色
。

新
し
い
年
の
始
め
に
身
に
ま
と
い
た
い
の
は
、

こ
ん
な
パ
ウ
ダ
ー
カ
ラ
ー
た
ち
で
す
。

朝
選
ん
だ
服
で
、
そ
の
日
の
気
分
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
得
る
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、
優
し
い
気
持
ち
に

な
れ
る
も
の
を
選
ん
で
み
た
い
の
で
す
。

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
色
で
街
を
ゆ
け
ば

ま
た
新
し
い
自
分
が
発
見
で
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

、

笑
顔
の
優
し
さ
が
ひ
と
き
わ
映
え
ま
す
、
春
の
色
。

惨 D ﾍ ｌＭＡＲＬｊＫｏＢＥ淵脇淵驚繊鰯鷲時談で）
電話(078)331-8121

型

ふ
わ
っ
と
蝿
や
か
な
ア
ク
セ
ン
ト
。

●
〈
大
丸
直
輸
入
〉

カ
ー
ブ
…
・
・
・
４
，
３
０
０
円

絹
川
％
鶴
フ
ラ
ン
ス
製
）

１
階
シ
ー
ズ
ン
プ
ラ
ザ
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S ○P H I S T i C A r E S P R l N G
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Lこんなに､神戸耐

３
帽
砂
洲
ヅ
ァ
ソ
眠
Ｌ
４
首
ア
ル

●
表
示
価
格
の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
す
．
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印

、

謹 賀新年
' 9 0 年は心をこめた手作りの味わいを

フ
レ
ン
ド
サ
ロ
ン
で
開
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
時
は
神
戸

っ
子
誌
上
に
て
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
ま

せ
。趣

味
の
こ
と
ば
か
り
蒋
き
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
〃
に
し
む
ら

伽
排
店
〃
が
ま
す
ま
す
皆
様
に
可
愛
い
が
ら
れ
る
様
な
店
作
り
に

心
し
て
参
り
ま
す
。

新
し
い
年
も
〃
に
し
む
ら
伽
俳
店
″
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
の
春
に
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
ミ
ナ
ハ
ワ
イ
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー

の
審
査
会
に
、
全
日
本
グ
ル
メ
コ
ー
ヒ
ー
協
会
か
ら
代
表
と
し
て
、

１
位
に
な
っ
た
〃
ミ
ス
〃
に
テ
ィ
ア
ラ
や
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
イ

タ
ー
と
し
て
出
席
致
し
ま
し
た
。
日
本
で
見
ら
れ
ぬ
様
な
華
や
か

な
審
査
会
で
、
会
場
の
フ
ィ
ー
バ
ー
ぶ
り
は
圧
巻
で
し
た
。

湾
Ｑ

ｑＦ
写

左
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
あ
り

ま
す
様
に
、
仕
事
の
合
間
に

コ
ッ
コ
ッ
作
っ
て
お
り
ま
す

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
フ
ァ
ン

シ
ー
エ
ッ
グ
の
大
会
が
、
今

年
３
月
ロ
ス
で
あ
り
ま
す
が

又
、
日
本
代
表
と
し
て
参
加

致
し
ま
す
。

帰
国
後
、
今
ま
で
に
作
り

ま
し
た
木
彫
と
玉
子
の
ア
ー

ト
と
の
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
作

品
展
を
、
み
か
げ
店
３
Ｆ
の

壁
酎
雪
頴

・
・
酔
典
』

ノ
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雑
■
■

／

骸，

読
売
テ
レ
ビ
の
〃
世
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
〃
の
中
で
放
映

さ
れ
た
、
大
阪
Ｏ
Ｂ
Ｐ
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
で
す
。
玉
子
測
個
の
中
身
を
抜
き
１
個
１
個
ド

リ
ル
で
透
か
し
模
様
を
施
し
、
中
に
電
球
を
入
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
手
編
み
の
帽
子
を
被
せ
た
人
形
な
ど
。

制
作
・
デ
ザ
イ
ン
川
瀬
喜
代
子

馨
一~Ｖ

,$iI’ と

蕊

卸

唾一

型

、

'￥

ｌ

ｉ油

にしむら珊誹店
ＫＯ6Ｇ.Ａｓ版Z/α､ＯＳαんａ
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幸
一

一
宇

一
。

／ 、

－
－
ノ裏堂双l ｊ

ﾖ ｰ ﾛ ｯ バの豊かな歴史と伝縦継承した高級ﾎ ﾃ ﾙ

、
〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 丁目１番

( ポートライナー市民広場駅下車北へ､ 商工会議所とツインビル）

R I T ZＨＯＴＥＬＧＡＵＦＲＥＳＲｍ
Ｋ○ＢＥＰｌＡ

ﾎ ﾃ ﾙ ｺ賢一ﾌﾉﾚ ﾘ ｯ ﾂ｜
神戸息し貝坐港島

ミナサンゴーフル

玲鳥ゎi､窓(078 ) 3 0 3 - 5 5 5 5 1 J

/0"〃ﾉ ℃
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松本蒲作
From90o1o90om

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

１月号目次●１９９０．Ｎ0 , 3 4 5
表紙／（故）小磯良平
セカンドカバー／西村功
１１神戸っ子9 0 ／田仲留美子・埴田晴信
１４ある集い／獅訂コーラス部・テレマンアンサンブル
１７コウベスナップ／ＮＨＫ杯国際フイギアスケート
１８美の小箱／文・赤根和生絵・重松あゆみ
３１私の意見／山村恒年
３２第1 4 回神戸文学賞受髄者発表
３５随想四題／末次擬子・望月美佐・白髪一雄・高井翠花
調地域文化論／米花稔
４０連載随想旅のかたち〈1 4〉雪の宿／安水稔和絵・中西勝
４２通排のみながら／新谷秀紀
４５経済ポケットジャーナル
４６新春ビッグ対談Ｉ／陳舜臣V S 五木寛之
５１新春ビッグ対談Ⅱ／貝原俊民V S 住野和子
５７話題の広増Ｉ／神戸歌謡祭
５８キャンペーン国際都市神戸を考える／9 0年代の神戸文化について
池上忠治･野田正彩･小笠原暁･水谷頴介･辻田忠弘

６４ＷＦＦｉｎＫｏｂｅからの報告／フアシヨンフェア、フアシヨンタウン
街ぴらき、グルメデイアK o b e

７２新春タカラヅカ対談／柴田掲宏､杜けあき､一路真輝
８３ミラノ情報／大島知恵
８４神戸のお嬢さん／荒木美也子･沢谷美貴子
１１３コーヒーブレイク
１１４動物園飼育日記／ゾウの動物園史(4) ･文姐井一成
１Ｗ神戸の集いから／留学生フォーラム･竹村まことを祝う夕べ
１２４有馬歳時記／新春特別潟けむり対談
定山峡温泉V S 有馬温泉

１２８プロフェツサーＰの研究室／岡田淳
１３０神戸を福祉の街に／橋本明
１３２神戸百店会だより
Ⅲモダンカルチャー
棚シネマ試写室／パック・トウ･ザ･フューチヤー2/淀川長治
棚ぴっといん
１４０ポケットジャーナル
１４３話題のひろばⅡ／兵庫大仏台座完成
１４４るぼるた一じゆ神戸／西神プレンテイ完成文・有井基
１，１８神戸文学賞選考座談会／杜山悠・武田芳一・鄭承博
１５２連載小脱／風車の音はいらない（神戸文学賞受賞作品）／
上閉三洋子絵･ 小西保文

１７６海・船・港／明岩フェリーあさしお丸就航
目次作品一松本燕
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都
市
と
環
境
の
調

山
村
恒
年

八
神
戸
大
学
法
学
部
教
授
Ｖ

□
わ
た
し
の
意
見

和
に
市
民
参
加
を

１
３１
１

神
戸
は
私
の
好
き
な
街
で
あ
る
・
だ
が
、
そ
の
神
戸
の
街
も
変
り

つ
つ
あ
る
。
自
然
の
良
い
環
境
が
年
毎
に
失
わ
れ
、
街
の
彼
方
に
ひ

ろ
が
っ
て
い
た
海
も
、
埋
立
に
よ
っ
て
そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

同
じ
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
都
市
で
あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

と
比
べ
る
と
神
戸
に
は
問
題
点
が
多
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

は
、
ベ
イ
。
プ
ラ
ン
（
湾
環
境
計
画
）
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
市
民
参
加
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
環
境
保
全
・
利
用
計
画
で
あ

る
。
山
側
、
陸
域
、
湾
域
一
帯
の
生
態
系
の
調
査
に
基
づ
い
て
、

環
境
適
性
評
価
を
行
な
い
、
地
域
の
特
質
に
応
じ
た
利
用
区
分
が

な
さ
れ
、
土
地
の
適
性
に
反
す
る
利
用
の
規
制
を
行
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
海
の
埋
立
は
原
則
と
し
て
凍
結
さ
れ
た
。
衰
退
し

た
沿
岸
の
工
場
等
は
撤
去
さ
れ
、
そ
の
跡
は
市
民
の
た
め
の
憩
の

場
に
再
生
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
多
く
の
市
民
の
工
夫
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
神
戸
に
も
こ
の
よ
う
な
「
環
境
ベ
イ
・
プ
ラ
ン
」
が

必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

株
式
会
社
神
戸
市
と
い
わ
れ
る
市
の
行
政
は
、
市
の
企
業
的
経

営
と
い
う
面
で
は
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
布
引
公
園
の
ロ

ー
プ
ウ
ェ
ー
の
建
設
や
そ
の
旧
ゴ
ル
フ
場
跡
の
整
備
、
旧
谷
崎
潤

一
郎
邸
の
移
転
問
題
等
、
住
民
運
動
か
ら
は
、
そ
の
開
発
指
向
が

強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。

市
民
参
加
の
や
り
方
で
も
「
意
見
が
あ
っ
た
ら
述
べ
て
下
さ
い
」

式
の
消
極
的
な
や
り
方
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
市
の
職
員
が
自
ら
、

市
民
と
ね
ば
り
強
く
接
触
し
、
そ
の
意
向
や
ア
イ
デ
ア
を
汲
み
あ

げ
て
い
く
と
い
う
積
極
性
が
必
要
で
あ
る
。

神
戸
市
の
行
政
に
も
、
北
野
の
異
人
館
街
な
ど
の
景
観
形
成
行

政
に
は
す
ぐ
れ
た
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
は
派
手
な
み
や
げ

品
店
な
ど
の
乱
立
や
異
人
館
の
客
引
な
ど
、
観
光
化
の
悪
い
面
が

目
立
つ
。
神
戸
の
街
は
、
観
光
都
市
化
す
る
よ
り
も
、
文
化
都
市

化
の
方
向
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

神
戸
の
自
然
も
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
箱
物
で
俗
化
さ
せ
る
よ
り

も
、
自
然
に
と
け
合
っ
た
利
用
を
め
ざ
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
見
降
す
神
戸
の
街
を
見
る
に
つ
け
、

神
戸
が
、
自
然
豊
か
な
文
化
都
市
と
し
て
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。
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八
鰯
歴
Ｖ

》
九
六
○
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
大
阪
芸
術
大
学
茎
云
術
学

部
文
芸
学
科
卒
柔
。
同
人
雑
誌
「
我
流
」
執
韮
同
人
・
糎

築
委
員
。
大
和
路
を
一
人
で
見
Ⅲ
し
た
維
紀
を
作
成
中
○

八
受
賞
の
言
葉
Ｖ

未
熟
さ
を
意
識
し
純
け
た
五
年
肌
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
未
熟
さ
に
突
き
当
た
る
た
び
に
、
自
分
を
な
だ
め

た
り
、
あ
る
い
は
叱
っ
た
り
。
佳
作
入
迦
は
、
今
後
へ
の

蚊
い
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

主
催
月
刊
神
戸
っ
子

口
選
考
委
員
杜
山
悠

武
田
芳
一

鄭
承
博

「
夏
の
遠
景
」

○
受
賞
候
補
作

「
床
屋
の
細
君
‐
’
野
地
慎
生

八
長
崎
県
Ｖ

「
風
車
の
幸
自
は
い
ら
な
い
」
上
田
三
洋
子

八
京
都
府
Ｖ

「
北
京
日
本
大
使
館
」
松
原
栄

八
沖
誕
県
Ｖ

「
ハ
ー
ネ
ス
聖
語
れ
」
藤
森
恒
夫

八
長
野
県
Ｖ

「
狐
火
』
畑
裕
子
Ａ
滋
賀
県
Ｖ

「
蜜
月
旅
行
」
水
野
朝
美

八
大
阪
府
Ｖ

「
別
壁
の
宵
」
福
永
タ
ミ
子

八
広
島
県
Ｖ

「
夏
の
遠
景
」
伊
々
田
桃

Ａ
奈
良
県
Ｖ

口
神
戸
文
学
賞
佳
作
伊
々
田

桃
〈
い
い
だ
・
も
も
〉

･ 鞭 ｡ 鰯零国Ｆ憲護

jl蕊Iii
八
略
鹿
Ｖ

》
九
二
九
年
万
川
県
生
ま
れ
。
県
立
小
松
高
女
卒
業
。

約
八
年
前
か
ら
小
説
を
書
き
始
め
、
現
在
は
と
ぽ
す
同
人
。

小
説
の
み
な
ら
ず
短
歌
に
も
才
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

八
受
賞
の
言
葉
ｖ

衝
伎
観
選
択
肢
の
さ
ま
ざ
ま
を
、
今
回
は
肩
の
力
を
抜

い
て
創
っ
て
み
た
。
そ
れ
が
幸
い
し
た
の
か
思
い
が
け
い

受
賞
に
深
謝
。
気
の
多
い
私
に
足
止
め
役
を
し
架
中
し
て

創
作
せ
よ
と
い
う
こ
と
か
と
ネ
ジ
巻
き
を
始
め
て
い
る
。

「
風
車
の
音
は
い
ら
な
い
」

口
神
戸
文
学
賞
受
賞
上
田
三
洋
子
〈
う
え
だ
．
み
ょ
こ
〉

昭
和
五
十
一
年
、
小
誌
は
創
刊
蝿
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
作
家
を
志
す
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
た
め
に
「
神
戸
文
学
賞
」

お
よ
び
「
神
戸
女
流
文
学
賞
」
を
創
設
し
、
第
姻
回
目
よ
り
、
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
両
賞
を
「
神
戸
文
学
賞
」
に
一
本
化

し
、
作
品
募
集
地
域
を
西
日
本
よ
り
全
国
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
唖
同
作
品
募
集
は
、
昨
年
九
月
末
に
締
切
り
、
全
国
各
地
か

ら
多
数
の
応
募
作
が
寄
せ
ら
れ
、
別
記
の
選
考
委
員
に
よ
り
最
終
選
考
を
行
い
左
記
の
作
品
が
第
必
回
の
受
賞
作
・
佳
作
と
決
定
し
ま
し

た
の
で
こ
こ
に
発
表
し
ま
す
。
八
受
賞
式
は
一
月
二
十
三
日
（
火
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
Ｖ

神
戸
又
学
賞
発
表

園
月
刊
神
戸
っ
子
主
催
八
第
側
回
Ｖ
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特級バターたっぷりのビスケット堆地に
妙りたてのナッツを入れて

チョコレートでコーーティングした、
３つの戯金の味わい。

素敵なｾ ピｱ 締に詰合せて､ 新発売Ⅲ
￥1‘０００(15包入）
￥2.000(30包入）
￥3.000(45包入）

:鋒鱒
コテハイム

蕊記戟吹おります個格は､ 消擬税抜きの価格で魂

困弓榊編凋召

I 騨癖燭贈鐸

謬血』山２
｢ リズムが聞こえて」

（彫塑・ブロンズ）

羽多悦子。作
日本現代美術家連盟常任理事
神戸女子短期大学助教授

「さあ_ 、準備はいいで
すか」リズムが次第に大
きく聞こえて、身体の芯
から爪先までがリズムを
聞いています。胸を張っ
て、空へと飛び立つよう
に、躍動前の心準備が全
身に満ち溢れて来て、観
る人の心を弾ませます。
( 柿沼産婦人科に展示1 座～1 / 3 1 ）

女性のためのオープンスペース
☆健保適用産婦人科｡ 内科( 女性専科）

蔓柿沼産婦人科

当G A L L E R Y に掲戟ご希望の方は月刊神戸っ子まで御迎絡下さい。
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Ｉ:零
聖. 躍蝿錘撰謹蕊鯉壊錨蝉

平
成
元
年
は
日
本
列
島
縦
断
で
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
充
実
し
た

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ｎ
月
配
日
か

ら
哩
月
Ⅳ
日
ま
で
沖
縄
は
実
年
の
ス
ポ

ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
を
テ
ー
マ
に
「
サ

ン
ト
ピ
ア
沖
縄
」
が
開
催
さ
れ
、
配
日

の
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
一
千
人
を
前
に
し
て
私
の
動
の
書

を
披
露
し
た
の
で
す
。
「
こ
こ
ろ
に
も
、

か
ら
だ
に
も
、
あ
た
た
か
い
出
会
い
」

を
６
ｍ
の
白
に
書
き
、
４
ｍ
の
青
に
は

サ
ン
ト
ビ
ア

「
讃
土
飛
愛
」
、
中
央
の
赤
に
は
「
沖

縄
」
と
大
書
。
音
と
光
の
中
で
の
書
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
は
じ
め
て

の
沖
縄
の
人
々
に
は
大
好
評
で
し
た
。

文
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
望
月
美
佐

作
品
展
が
妬
日
ま
で
繁
華
街
の
中
心
に

あ
る
国
際
通
り
の
ベ
ス
ト
電
気
７
階
の

豪
華
催
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
く
ら
し
に
文
字
を
」
を
テ
ー
マ
に
、

漢
字
・
か
な
・
現
代
文
と
、
料
紙
も
沖

露
篭
…
鴬
蕊
蕊
駕
鰯

》
驚
鍵
》
蕊
、
、
鰯
》

．
、
鍵
随
．
想
》
四
題

誰縄
の
月
桃
紙
を
は
じ
め
、
日
本
・
中
国
、

そ
の
他
色
々
の
加
工
紙
を
使
用
し
た
書

作
品
と
美
佐
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
着
物
、

帯
、
ネ
ク
タ
イ
な
ど
多
彩
に
展
示
し
、

蛸
畳
の
舞
台
で
は
１
日
２
回
笛
の
藤
舎

龍
峰
氏
の
共
演
で
、
紅
白
の
扉
風
４
日

天
馬
空
を
行
く

間
で
８
曲
を
書
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
。
春
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
沖

縄
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
に
釦
万
円
を

寄
付
い
た
し
ま
し
た
が
、
私
が
第
一
号

と
い
う
こ
と
で
各
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
も

放
映
さ
れ
感
激
で
し
た
。

兵
庫
と
沖
縄
は
友
愛
県
と
し
て
貝
原

知
事
、
西
銘
知
事
も
大
変
親
し
く
な
さ

れ
、
両
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し

て
の
今
回
の
訪
問
で
し
た
が
「
サ
ン
ト

ピ
ア
沖
縄
」
の
主
旨
の
如
く
、
健
全
な
る

身
体
に
勝
る
も
の
は
な
く
、
あ
た
た
か

亀

驚鱒; 遡撚鶴息; 灘

い
出
会
い
に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

調
和
の
と
れ
た
生
活
に
調
和
の
と
れ
た

食
生
活
、
そ
れ
に
は
長
寿
県
の
沖
縄
の

気
候
、
風
土
、
食
べ
物
に
大
変
勉
強
に

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。日

本
も
昭
和
か
ら
平
成
の
誕
生
と
い

う
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、
世

界
各
国
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
移
り
変
わ
り

が
日
女
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
年
は
新
天
皇
の
即
位
の
大
典
も
あ
り

ま
す
こ
と
で
す
し
、
心
あ
た
た
ま
る
庚

午
（
か
の
え
の
う
ま
）
年
を
迎
え
ま
し

た
。天

馬
福
星
開
寿
城

き
ら
め
く
星
の
中
を
天
馬
が
福
を
も

っ
て
寿
城
を
開
く
と
い
う
中
国
の
こ
と

ば
で
す
。
縁
起
の
よ
い
、
こ
の
こ
と
ば

を
私
は
軸
に
額
に
色
紙
に
と
書
い
て
お

り
ま
す
。
私
の
作
品
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
も

日
本
中
、
い
や
世
界
中
の
よ
り
多
く
の

人
々
の
中
で
愛
さ
れ
、
生
き
て
く
れ
る

こ
と
を
念
じ
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
一
層
踏
み
固
め
て
、
よ
り
大
き
く
天

空
に
向
っ
て
馳
け
る
午
ど
し
で
あ
り
た

い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

１
３５
１

望
月
美
佐

八
望
月
書
道
芸
術
院
院
長
Ｖ

;－蕊‘.､露

繊鍵鱗議鍵鱗欝
沖縄で動の害を披露
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斡濁

神
戸
は
私
の
幼
時
の
思
い
出
に
、
強

い
印
象
を
印
し
た
町
で
あ
る
。
神
戸
へ

行
け
ば
エ
キ
ゾ
テ
イ
シ
ズ
ム
が
味
わ
え

る
と
い
う
感
覚
が
、
私
を
惹
き
付
け
て

成
人
し
て
来
た
。

芦
屋
の
山
手
に
住
ん
で
い
た
伯
父

が
、
大
変
私
を
可
愛
が
っ
て
呉
れ
た
が
、

伯
父
は
散
歩
と
称
し
て
、
私
を
た
び
た

び
神
戸
へ
連
れ
て
行
っ
て
呉
れ
た
。
そ

こ
で
は
外
国
人
に
逢
え
る
と
い
う
興
味

が
、
私
の
そ
こ
へ
行
き
た
い
と
い
う
願

望
を
支
配
し
て
い
た
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
尼
崎
は
、
昭
和

の
初
期
の
頃
に
は
ま
だ
ま
だ
城
下
町
の

名
残
り
が
漂
っ
て
い
た
。
旧
幕
時
代
の

朝
鮮
通
信
使
節
の
重
要
な
通
路
で
あ
っ

た
か
ら
か
、
韓
国
の
人
達
も
沢
山
住
む

よ
う
に
な
っ
て
、
町
に
は
絵
か
ら
抜
け

出
て
来
た
よ
う
な
、
白
い
装
束
に
シ
ル

ク
ハ
ッ
ト
の
様
な
帽
子
を
冠
り
、
手
に

き
せ
る

長
い
煙
管
を
持
っ
た
韓
国
紳
士
が
、
悠

々
と
漫
歩
し
て
い
る
と
い
う
光
景
が
、

幼
い
私
の
記
憶
の
中
に
浮
び
上
っ
て
く

る
。神

戸
へ
行
く
と
先
ず
メ
リ
ケ
ン
波
止

場
か
中
突
堤
へ
行
き
、
旅
立
つ
船
や
遠

い
港
外
の
水
平
線
を
じ
っ
と
見
す
え
て

い
た
。
諏
訪
山
に
登
り
港
を
見
下
ろ
し 神

戸
と
私

議議

て
、
神
戸
の
市
街
を
眺
め
た
こ
と
も
あ

る
。元

町
あ
た
り
へ
戻
っ
て
く
る
と
、
必

ず
西
洋
人
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
背

の
高
い
金
髪
の
青
い
目
の
人
達
に
、
私

は
畏
怖
の
念
を
抱
い
た
。

南
京
町
は
今
で
は
立
派
な
門
が
建

ち
、
華
や
か
な
ム
ー
ド
に
満
ち
て
い
る

が
、
当
時
は
少
し
不
潔
な
ご
み
ご
み
し

た
町
で
、
日
本
の
他
で
は
見
ら
れ
な
い

色
彩
や
臭
い
が
渦
巻
い
て
い
た
。
黒
い

ピ
カ
ピ
カ
光
る
服
を
着
て
、
纏
足
の
小

溺

白
髪
一
雄

八
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
イ
ン
タ
ｉ
Ｖ

難蕊

さ
な
足
で
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
歩
く
中
国
人

の
お
婆
さ
ん
の
姿
が
、
今
で
も
険
に
浮

か
ん
で
来
る
。

私
達
が
当
時
西
洋
人
と
呼
ん
で
い
た

欧
米
の
人
達
の
中
に
は
、
神
戸
を
随
分

愛
し
て
永
住
し
て
神
戸
に
骨
を
埋
め
た

人
も
あ
る
と
聞
く
。
六
甲
山
に
ゴ
ル
フ

場
を
日
本
で
最
初
に
開
設
し
た
の
は
彼

ら
で
あ
り
、
六
甲
や
神
戸
の
背
山
に
横

文
字
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
彼

ら
の
足
跡
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ト
ゥ
エ
ン
テ
イ
ク
ロ
ス
と
か
ア
ゴ
ニ

ー
坂
と
か
の
名
が
、
神
戸
の
自
然
の
中

に
今
も
留
め
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
周
辺
の
山
々
の
自
然
は
美
し

い
。
私
は
神
戸
市
が
作
っ
た
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
〃
太
陽
と
緑
の
道
″
が
好
き

で
、
随
分
歩
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
最
近
は
い
ろ
ん
な
開
発
が
進
み
、
こ

の
コ
ー
ス
も
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
様

で
あ
る
。

神
戸
市
が
開
発
の
た
め
に
自
然
破
壊

を
あ
え
て
進
め
る
な
ら
ば
、
必
ず
大
き

な
つ
け
が
神
戸
市
に
何
時
か
廻
っ
て
く

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

愛
す
る
神
戸
の
た
め
に
、
自
然
保
護

を
も
っ
と
し
っ
か
り
や
っ
て
貰
い
た
い

と
思
う
。

鍵
神戸の港に遊ぶ

１
３６
１
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中
山
手
教
会
前
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
戸
か
ら
、

道
ゆ
く
女
た
ち
を
見
る
。
背
す
じ
を
伸

ば
し
て
脚
ど
り
が
軽
い
。
イ
タ
リ
ア
美

女
の
パ
ト
リ
ッ
ァ
夫
人
が
ポ
ニ
ィ
テ
ィ

ル
の
ブ
ロ
ン
ド
を
も
た
げ
て
、
剣
道
着

姿
で
通
る
。
私
は
わ
く
わ
く
「
す
て
き
、

絵
に
な
る
神
戸
／
よ
ネ
エ
」
。
あ
る
じ

の
藤
本
ハ
ル
ミ
さ
ん
が
色
白
の
頬
を
紅

潮
さ
せ
て
〃
わ
が
町
神
戸
″
を
語
り
や

ま
ぬ
。
岡
田
美
代
さ
ん
や
小
泉
美
喜
子

さ
ん
が
ふ
ら
り
と
、
あ
る
い
は
次
な
る

〃
は
か
り
ご
と
の
た
め
″
現
れ
て
、
一

緒
に
お
茶
を
呑
む
午
後
も
あ
る
。

こ
の
三
美
女
が
、
神
戸
の
街
の
イ
ベ

ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
気
づ
く
。
た

の
し
い
こ
と
が
大
好
き
で
、
多
彩
な
趣

向
。
女
も
男
も
ま
き
こ
み
、
財
界
人
、

役
人
も
と
り
こ
む
し
た
た
か
さ
。
「
そ

う
よ
ォ
、
大
阪
と
ち
が
っ
て
神
戸
の
男

性
は
ス
マ
ー
ト
で
親
切
な
の
よ
ォ
」
と

じ
ま
ん
す
る
。

十
年
余
り
前
〃
男
ば
か
り
が
た
て
ま

え
″
の
バ
ー
ポ
ン
ク
ラ
ブ
の
仲
間
に
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

加
藤
宮
司
さ
ん
、
筒
井
康
隆
さ
ん
、
石

阪
画
伯
、
小
曽
根
さ
ん
、
中
西
さ
ん
、

－，V が一一: 言w j 弱廻卓一, 昌零E 唾

随
想
四
題

鱈イ
マー ９－

神
戸
が
好
き

ひ
げ
の
キ
ャ
ン
テ
ィ
さ
ん
、
宮
田
さ
ん

そ
れ
に
陳
舜
臣
さ
ん
、
新
井
満
ち
ゃ
ん

み
ん
な
明
る
く
て
親
切
で
遊
び
上
手
。

こ
の
人
た
ち
を
通
し
て
私
は
神
戸
の
男

を
眺
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

近
年
は
新
野
幸
次
郎
先
生
と
し
ば
し

ば
ご
一
緒
し
て
、
そ
の
マ
イ
ル
ド
な
お

人
柄
、
会
議
の
気
く
ば
り
、
ま
と
め
上

げ
る
呼
吸
の
す
ば
ら
し
さ
に
惚
れ
惚
れ

す
る
。
古
く
は
昭
和
二
十
一
年
に
京
都

の
新
聞
社
で
机
を
並
べ
て
以
来
の
友
人

も
す
て
き
な
紳
士
、
森
本
泰
好
さ
ん
で

あ
る
。カ

モ
カ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
と
お
聖
さ
ん

も
、
い
ま
だ
に
神
戸
イ
メ
ー
ジ
の
上
に

在
る
お
ひ
と
だ
。
二
十
年
ほ
ど
も
昔
、

田
辺
邸
で
奈
良
本
辰
也
先
生
と
お
よ
ぱ

れ
し
て
、
終
電
車
の
階
段
を
息
せ
き
切

っ
て
駈
け
の
ぼ
っ
た
記
憶
も
。

思
い
返
す
と
Ｔ
Ｖ
の
仕
事
で
こ
の
街

へ
し
ば
し
ば
通
っ
た
。
島
津
貴
子
夫
妻

新
婚
旅
行
の
お
膳
立
て
を
し
て
、
神
戸

港
か
ら
関
西
汽
船
く
れ
な
い
丸
で
別
府

へ
向
っ
た
。
昭
和
三
十
五
年
五
月
一
一
日

朝
の
晴
れ
が
ま
し
い
思
い
出
は
さ
て
お

き
、
三
島
由
紀
夫
の
劇
的
な
死
を
知
っ

た
秋
の
日
ｌ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
‐
取

材
の
た
め
、
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
、
ロ

ー
マ
イ
ャ
ー
、
と
走
る
タ
ク
シ
ー
の
中

で
正
午
の
ニ
ュ
ー
ス
が
三
島
事
件
を
告

げ
た
の
だ
。
私
は
蒼
く
な
っ
て
、
会
社

に
す
っ
と
ん
で
帰
っ
た
の
だ
っ
た
。

一
九
○
○
年
生
れ
の
母
が
「
あ
た
し

は
六
つ
の
時
神
戸
へ
行
っ
て
〃
外
国
の

町
″
と
思
っ
た
の
よ
」
と
雪
の
北
海
道

で
、
幼
児
期
の
私
に
し
ば
し
ば
語
っ

た
。
い
ま
そ
の
神
戸
と
の
ご
縁
を
つ
づ

る
こ
と
が
な
つ
か
し
い
。

１
３７
１

末
次
撮
子

〈
》
厨
耐
》
副
ス
ト
〉

灘

鶴識
神戸まつりで末次さん〈左）と小山乃里子さん
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高
井
翠
花

八
佳
生
流
家
元
理
事
Ｖ

唾唱凸曜群

陶
謹
…
魂
椴
＄
蕊

、
鴬
舞
、
鍵
》

随
想
錘
四
題

花
の
心
を
大
切
に

兵庫県女流いけばな燦の会生け花展（昨年1 1 月５．６日、生田神社会館にて）

松
と
バ
ラ
は
出
合
い
が
い
い
け
れ
ど

新
春
に
は
ス
ト
レ
リ
チ
ア
と
取
り
合
せ

て
輝
き
を
表
現
し
よ
う
と
か
「
出
合

い
」
と
言
う
言
葉
を
大
切
に
し
ま
す
。

さ
ん

私
達
燦
の
会
は
｝
」
の
度
花
と
イ
ン
テ

リ
ア
家
具
と
の
出
合
い
を
試
み
ま
し

た
。
生
田
神
社
会
館
ロ
ビ
ー
を
第
一
会

場
に
、
訪
れ
た
人
々
は
池
の
あ
る
風
景

を
眺
め
乍
ら
可
愛
い
す
み
れ
の
小
品
花

に
見
惚
れ
た
り
、
豪
華
な
姿
見
に
調
和

し
た
オ
ン
シ
ジ
ュ
ー
ム
、
飾
り
棚
を
生

か
し
て
果
物
や
お
も
ち
ゃ
の
車
を
配
し

た
盛
物
、
ブ
ル
ー
の
ソ
フ
ァ
ー
に
何
げ

な
く
こ
ろ
が
し
た
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ

ス
に
つ
い
笑
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
紫
の
鮮

か
な
あ
じ
さ
い
や
デ
ン
フ
ァ
レ
の
色
も

美
し
い
な
ま
の
花
さ
な
が
ら
の
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
に
見
と
れ
、
和
紙
や
ラ
メ
入

り
布
地
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
バ
ラ
の

商
品
棚
に
感
心
し
な
が
ら
、
現
代
立
華

あ
り
格
花
あ
り
女
性
な
ら
で
は
の
作
品

が
人
々
の
足
を
第
二
会
場
へ
と
運
ば
せ

ま
し
た
。
常
設
の
有
名
作
家
の
絵
画
や

書
も
巧
み
に
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
取
り

込
ん
だ
り
、
机
や
椅
子
や
ス
タ
ン
ド
な

ど
家
具
に
ま
で
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
造

形
の
数
々
を
眺
め
乍
ら
茶
菓
の
お
も
て

廃品需需囚１

な
し
を
し
、
日
頃
の
会
員
の
和
が
そ
の

ま
ま
会
場
の
雰
囲
気
と
な
っ
て
観
る
人

の
心
を
な
ご
ま
せ
ま
し
た
。

燦
の
会
は
流
派
を
超
え
て
兵
庫
県
の

女
流
い
け
ぱ
な
作
家
蝿
人
が
親
睦
と
研

鎖
を
モ
ッ
ト
ー
に
集
い
早
や
妬
年
。
そ

の
間
精
魂
込
め
た
作
品
を
発
表
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
出
入
も

あ
り
現
在
の
流
派
９
名
に
若
い
息
吹
を

加
え
正
副
会
員
娼
名
で
構
成
さ
れ
、
時

に
は
研
修
旅
行
や
、
講
師
を
各
界
か
ら

招
い
て
の
勉
強
会
を
企
画
し
共
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。
生
涯
現
役
を
ま
さ
に
実

践
し
て
居
ら
れ
る
方
々
か
ら
学
ぶ
事
多

く
、
年
齢
幅
の
広
さ
も
特
筆
す
べ
き
こ

と
で
す
。

今
年
は
花
博
の
年
で
も
あ
り
、
私
達

の
現
代
感
覚
と
日
本
の
伝
統
で
あ
る
自

然
美
と
の
調
和
を
追
求
す
る
作
品
を
通

じ
て
い
け
ば
な
の
美
、
花
の
美
し
さ
を

世
界
の
人
々
に
伝
え
る
好
機
だ
と
思
い

ま
す
。
四
季
折
々
の
花
を
愛
で
い
つ
く

し
む
優
し
さ
こ
そ
人
間
に
取
っ
て
大
切

な
事
で
す
。
い
ず
れ
訪
れ
る
高
齢
化
社

会
に
む
け
て
花
の
心
を
大
切
に
、
花
を

い
た
わ
る
心
こ
そ
最
も
大
切
な
事
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

１
３８
１蕊
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ン
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
福
山
駅
を
で
て
西
す
ぐ
に
か
か

る
鉄
橋
、
そ
の
下
を
流
れ
る
芦
田
川
、

そ
の
す
こ
し
南
の
中
州
か
ら
草
戸
千
軒

の
遺
跡
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五

年
の
河
川
改
修
工
事
に
よ
っ
て
。
し
か

し
川
底
遺
跡
の
学
術
的
発
掘
調
査
は
、

戦
後
昭
和
三
十
六
年
、
福
山
市
教
育
委

員
会
に
よ
っ
て
手
が
け
ら
れ
た
。
昭
年

四
十
八
年
に
は
市
内
に
県
に
よ
る
草
戸

千
軒
町
遺
跡
調
査
所
を
設
置
、
つ
い
で

調
査
研
究
所
と
し
て
本
格
的
に
と
り
く

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
は
中
世
室
町
時
代
当
時
湾
入
し

て
港
町
と
し
て
荘
園
村
落
の
物
資
集
散

で
栄
え
、
の
ち
河
口
が
南
に
移
っ
て
衰

退
し
て
い
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
寛
文

一
三
年
の
洪
水
で
消
滅
し
て
一
一
五
○
年

の
あ
と
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
改
修

工
事
で
発
見
せ
ら
れ
た
。
い
ま
中
世
の

ま
ち
の
人
々
の
く
ら
し
に
想
い
を
い
た

す
興
味
深
い
展
示
が
み
ら
れ
る
。
学
界

で
も
貴
重
な
成
果
と
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。こ

の
県
立
博
物
館
の
館
長
に
は
、
本

柵
で
一
○
年
前
（
昭
和
五
四
年
一
○
月

号
）
に
紹
介
し
た
福
山
市
松
永
の
日
本

は
き
も
の
博
物
館
を
自
ら
の
仕
事
に
か

か
わ
っ
て
設
立
せ
ら
れ
た
丸
山
茂
樹
氏

と
い
う
民
間
の
経
営
者
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
は
き
も
の

山
陽
新
幹
線
福
山
駅
す
ぐ
北
に
福
山

城
（
戦
後
再
建
）
が
あ
る
。
そ
の
西
側

に
平
成
元
年
二
月
三
日
広
島
県
立
歴

史
博
物
館
が
開
館
せ
ら
れ
た
。
丁
度
一

年
前
の
文
化
の
日
に
そ
の
北
に
市
立
ふ

く
や
ま
美
術
館
が
既
に
開
館
し
て
い

る
。
お
城
の
な
か
も
や
や
小
規
模
な
が

ら
以
前
か
ら
市
立
博
物
館
に
な
っ
て
い

る
。
駅
近
く
一
挙
に
文
化
ゾ
ー
ン
が
形

成
せ
ら
れ
、
ま
ち
に
魅
力
を
加
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
数
年
前
国
宝

姫
路
城
の
東
北
に
、
兵
庫
県
立
歴
史
博

物
館
と
姫
路
市
立
美
術
館
が
そ
ろ
っ

て
、
そ
の
一
帯
が
ま
ち
に
風
格
を
加
え

た
の
と
同
じ
感
が
す
る
。
ま
ち
の
規
模

も
構
造
も
そ
れ
程
ち
が
わ
な
い
福
山
と

姫
路
は
、
と
も
に
県
庁
の
な
い
地
方
中

核
都
市
で
、
そ
こ
に
県
立
歴
史
博
物
館

が
設
置
せ
ら
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

姫
路
の
博
物
館
は
国
宝
の
お
城
と
播
磨

の
歴
史
と
文
化
が
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

り
、
福
山
は
全
国
的
に
知
ら
れ
た
中
世

遺
跡
「
草
戸
千
軒
町
」
と
瀬
戸
内
の
歴

史
と
文
化
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
福
山
の
博
物
館
は
、
「
瀬
戸
内

の
歴
史
を
た
ど
る
」
展
示
室
、
開
館
記

念
企
画
「
瀬
戸
内
の
塩
」
の
展
示
も
あ

る
が
、
草
戸
千
軒
町
の
一
角
を
実
物
大

に
復
元
し
た
「
よ
み
が
え
る
草
戸
千
軒
」

と
発
掘
調
査
の
「
出
土
品
は
か
た
る
」

の
二
展
示
室
が
な
ん
と
い
っ
て
も
メ
ー

八
そ
の
鰯
Ｖ

中
世
遺
跡
の
草
戸
千
軒
町

ｌ
福
山
の
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
開
く

米
花
稔
織
一
喉
蕊
蕊
〉

草戸千軒町の一部復元展示

博
物
館
は
先
年
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

か
ら
地
域
文
化
賞
を
受
け
て
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
副
館
長
は
引
続
き
こ
こ

に
お
か
れ
る
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研

究
所
長
で
あ
る
。
こ
の
博
物
館
に
は
、

学
芸
員
を
中
心
と
す
る
研
究
室
と
、
右

の
研
究
所
と
が
併
置
せ
ら
れ
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
の
博
物
館
の
本
来
の
あ
り
方

と
し
て
、
と
り
わ
け
特
徴
的
と
指
摘
せ

ら
れ
る
の
は
姫
路
の
兵
庫
県
立
歴
史
博

物
館
長
和
田
邦
平
氏
で
あ
る
。
展
示
と

教
育
普
及
、
調
査
研
究
、
加
え
て
ま
ち
の

人
々
の
文
化
交
流
の
場
に
も
な
れ
ば

と
、
こ
れ
か
ら
を
期
待
し
て
い
る
。
旅

の
つ
い
で
に
一
見
を
お
奨
め
し
た
い
。

炭罵厚寺庶屯博物館
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